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Abstract
Are managers more prone to raise pets than rank-and-file? Al-

though there is much physiological, psychological, or psychosocial
research on the effect of raising pets on individuals in general, pa-
tients, inpatients, younger people, elderly, etc., there seems to be
little focus on managers who seem to have more stress in business
than non-managers. After reviewing the literature relevant and sur-
veys by Ministry of the Environment, we show the facts found in
the interviews toward ten managers incumbent with original ques-
tionnaire（Kusubayashi, 2017）. We found an intrigue fact through
the interviews. On the one hand, the managers who used to have
pets, i.e. do not have now, are likely to regard pets as his/her own
child. On the other, the managers who have pets now are not likely.
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１ 序

アニマルセラピーは和製英語である。同様に，バイオセラピーも造語であ

る。それらは共通して，精神的・肉体的に疾病を患っている人，ひきこもり

や登校拒否などの社会不適応傾向にある人，命にかかわる重い犯罪などで少

年院に入っている人，こうした人々の改善に，万能ではないにせよ，一定の

効果があることがわかっている。

であれば，精神労働の典型である管理者のケア，すなわち管理者の健全な

意思決定にも一定の効果があるはずである。事実，卑近な一例ではあるが，

筆者の親族・姻族には個人経営ないし会社経営者が多く，かつ，そのなかの

大半がペットを飼っているかまたは飼っていた。にもかかわらず，それらの

関連性をテーマとした先行研究はほとんど存在しない。

わが国において，動物は民法上動産（86条３項）である。食物連鎖の見地

からは，生きとし生けるものであることに疑いの余地はない。しかし，ペッ

トロボットに関してどうかと言えば，必ずしも生きものとは言えない面もあ

る。動物，植物，またはペットには，このように機械的なモノと動植物的な

生きものの両面がある。

以下では，第１にアニマルセラピーに関する先行研究をレビューし，第２

に楠林（2017）を紹介して管理者とペットとの関係を探究することの学術的

な位置と現実的な意義を明らかにし，第３に今後の研究課題を展望する。

２ 動物と人間

ルネ・デカルト（René Descartes）による心身二元論以降，西洋医学は

心と身体を完全に分けて進展し，細分化されてきた。しかし，近年，免疫系

の研究を中心に東洋医学の考え方が再発見されている。すなわち，横山（1996,

pp. 89-93）によれば，闘病に対する精神的なケアが生存期間と関係している
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という報告，運動や笑いが不安軽減や抗抑うつ作用があるという報告，など

である。また，柳澤（1994, p. 20）は「私たちのまわりに見られる時間的・

空間的な繰り返しの間の関連に整合性を感じたとき，私たちは，安堵を覚え，

それがエルドルフィンと関連しているのではないかと夢想してみたくな

る。」と述べている。

歴史的に人間との絆が強い動物は，横山（1996, pp. 107-109）によれば，

犬，猫，馬であり，逆に，これら三者はともに人間とのつながりが必要な動

物であり，人間と共生関係にある。また，先行研究によれば，イルカが人間

に対してストレスを感じているように見えるのに対して，犬は社会性を持っ

ているためにストレスを感じにくいと考えられている。

わが国では1685年，五代将軍徳川綱吉によって有名な「生類憐れみの令」

が発令された。しかし，これに前後して，「捨子・捨病人と捨牛馬との禁止

令」，「村の鉄砲の取締」が強化された。綱吉は次のように考えたものと横山

（1996, pp. 112-113）は推察している。すなわち，動物，子ども，病人など

を粗暴に扱うことは，すべてに対する感覚を粗暴にし，国の安定に影響する。

目先の小さなプラスにとらわれると，大きな目で見たときにマイナスになり

うる。人間本位による，動物のストレスを全く考えないセラピーを行うこと

は，セラピー自体をも否定することになりかねない，と。

ただし，動物の行動に「思いやり」があるか否かについては，議論がわか

れる。これを肯定的にみるモーリス・バートン（Maurice Burton）『動物に

愛はあるか』などもあれば，否定的にみるリチャード・ドーキンス（Richard

Dawkins）『利己的な遺伝子』などもある。しかし，前者は人間の視点から

みた偏ったものであるという見方が支配的であり，思いやりよりもむしろ好

奇心としてみるほうが整合的である（横山，1996, pp. 87-88）。こうした議

論のなかで動物に対する根源的な見方に関して，たとえば動物の安楽死につ

いて逡巡する獣医学部の学生に対して，横山はこう答えている。

「あなたの悩みは正解です。悩みなさい。欧米人たちが動物を安楽死させ
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るのは，その長い動物とのつき合いの中でイデオロギーから導き出した考え

方です。それは彼らにとっては正しいのです。動物と人間の隔たりをきちん

と作っていますから。ところがわれわれにはその考え方はない。ですから，

もしあなたが何の疑問もなく悩みもなく動物の安楽死を認めてしまったら，

動物との隔たりのないわれわれは，人間の安楽死も当たり前のように認める

ことになるでしょう。それはとても危険なことです。欧米で発展した科学か

ら生み出されたもの，例えば獣医学にしても，それは知識だけではなく，彼

らのイデオロギーも反映しているのです。悩みなさい。そして深く考えなが

ら行動しなさい。あなたの悩みが正解なのです。」（横山, 1996, p. 124）

３ ペットと人間

そのような考え方に基づいて，ペットとは何かという問いに対して，横山

（1996, p. 171）は次のように説明している。すなわち，ペットとは以下の

すべてが重なった存在である。第１に，兄弟，友人，子ども，孫，家族。保

護し，またはされる相手。第２に，異性を連想させる相手。第３に，自然の

一部。第４に，自らの一部（行動を調節する相手）。第５に，孤立，または

遊び相手。ただし，人間側の年齢，社会的立場，置かれている境遇，などに

よって都合よく変わる面もある。

加えて，避けることのできない「ペットロス」の援助をしてくれるのは「次

に新しく飼う動物」（横山, 1996, pp. 166-167）である。新しく動物を飼うこ

とについて，人は，死んだ前の動物に対して悪いと思いがちであるかもしれ

ない。これに対して動物側はどうか。ローレンツ『人イヌにあう』「忠節と

死」（Lorenz, 1958, 邦訳, pp. 238-248）は，次に新しく動物を飼わないとす

れば死んだ動物は喜ばないのではないか，と述べている。

したがって，人のペットとの関わり方について横山の考えはこうである。

「人間も世代によって人生のサイクルは異なるが，一緒に暮らす期間に充実
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図１ ペットの人生サイクルと人間の人生サイクル

出典：横山（１９９６, p. １６２）

した触れ合いを持てれば充分幸せである。ペットの場合も限られた寿命の期

間に充実した触れ合いを持つことで幸福な人生を全うできるのではない

か。」（横山, 1996, p. 162）

このように，ペット，動植物に対する死生観やその受け止め方については

洋の東西，時代の変遷，あるいは個人によって異なる面はあるものの，以下

にみるように，患者や社会不適応傾向にある者の治療や改善には共通する面

もある。

４ アニマルセラピー

まず，的場（2015）によれば，動物介在活動（Animal-assisted Activity），

動物介在教育（Animal-assisted Education），動物介在治療（Animal-assisted

Therapy）から成る，アニマルセラピー（和製造語）の発展の基礎として２

つの国際組織がある。１つは，ISAZ（The International Society for Anthro-

zoology : http : //www.isaz.net）であり，人と動物の相互作用に関する学術

誌『人と動物の関係学』（HAI : Human Animal Interaction）Anthrozoös
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出典：吉田（2015, p. 364）

表１ JAHA CAPP活動 小児病棟ATT訪問先病院リスト

を発刊している。もう１つは，IAHAIO（International Association of Hu-

man-Animal Interaction Organizations : http : //www.iahaio.org）であ

り，人と動物との相互作用の正しい理解を促進させるために各国で活動して

いる学会，協会等の国際的な連合体である。３年に１度，国際会議を開催し

ている。

アニマルセラピーのこうした世界的な展開の中で，わが国においては，吉

田（2015）によれば，1978年に公益社団法人日本動物病院協会（JAHA : Japa-

nese Animal Hospital Association）が創立された。これは，人と動物の絆

を守り，維持するための家庭動物医療の実践と社会貢献をする動物病院の協

会であり，①動物病院・動物医療の充実のための継続教育事業・資格付与関

連事業，②動物病院による地域社会への貢献を推進する事業，③アニマルセ

ラピー推進（CAPP活動 : Companion Animal Partnership Program）・

調査研究事業，を行っている。1986年５月以降，老人保健施設，精神科病院，

小児科病院などで，AAAまたは AATを実施している。

次に，社会復帰が見込めないケースにおいても，その効果が報告されてい

る。
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たとえば，白木ら（2016）によれば，セラピー犬の訪問は，介入動物の調

教と安全衛生の確保を条件に，一般病院 PCU（緩和ケア病棟）において支

障なく導入でき，患者，家族，職員に癒しの効果が認められている。

さらに，医療施設の外においてもその効果が報告されている。

たとえば，飯田ほか（2008）によれば，学校不適応傾向にある小学校３年

生から中学校３年生までの女子児童・生徒11人と中学校２年生の男子生徒１

人に対する AATプログラム３回の施行を通じて，心理状態（緊張-不安，活

気，疲労，混乱）の改善，自我状態の安定傾向が認められている。

また，中村（2015）によれば，更生支援パートナードッグ・プログラムを

通じて，「犬とふれあうときのルールを通じて人間社会のルールを学ぶきっ

かけになる。犬のボディサインを学ぶことで，他者の気持ちを知ることにつ

ながり，社会における自分の居場所を獲得することにもなる。愛知少年院に

は生命犯が多く，犬にふれあう授業によって，血が通っている犬のあたたか

さを学ぶのに適していた。犬を通して命の大切さを感じとってもらえたので

はないか。」と少年院の教官が述べている。

５ アニマルセラピーに関連する知見

わが国におけるこうした CAPP，AAT，AAAへの取り組みの背景として，

先行研究においてそれらの効果を担保する科学的な知見がある。横山（1996,

p. 53）によれば，「動物がどういう利点を人間に及ぼすか」は，生理的，心

理的，社会的，の３面に分けられる（図２）。これらは相互に複雑に重複し

ており，相互に関連し合うことで，日常生活に必要な安定性と心地よい変化

を人間に与える。３面それぞれの利点を整理したのが表２である。以下，代

表的な知見を順次紹介する。

ただし，ガンターは，動物介在療法における方法上の問題を指摘している。

要約すると，第１に，動物の心理療法的効果に関する証拠は，多くが治療的
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図２ アニマルセラピーの効果概念図

出典：横山（1996, p. 54）

出典：横山（1996, p. 53）

表２ アニマルセラピーはどういう利点を人間に及ぼすか
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印象から出されたものである。この種の証拠の問題点は，第２に，動物の治

療効果が想定される患者群に対する比較対照群を調査において設けていない

ことである。第３に，動物介在療法では，しばしば動物自体が魅力的である

がゆえに研究者自身が肯定的な見方に偏りがちである。また，第４に，動物

福祉に関する倫理的な問題もある（Gunter, 1999, p. 80, 邦訳, p. 105）。

第１に，主として生理的な利点は以下のようである。

一般を対象とするものとして，動物とふれあうことによる血圧降下がある

（Baun et al., 1984）。すなわち，半年以上いっしょに暮らして親しい関係

にある自分の犬をなでているときの血圧の下がり方は，見知らぬ犬と比べて

大きい。またそのくつろぎの作用は，静かに雑誌を読んでいるときと同じよ

うな下がり方である。

心筋梗塞患者を対象とするものとして，交感神経活動の抑制（本岡ほか,

2002），などがある。

精神疾患患者を対象とするものとして，鬱病や人格障害患者に対する治療

効果（山崎・町沢, 1994），病棟における抑鬱の減少（Barker and Dawson,

1998），認知症治療における効果（加藤・渥美, 2002），境界性人格障害に対

する治療効果（佐藤ほか, 2003），脳血管性痴呆患者の運動機能の一部改善

（鈴木ほか, 2002），統合失調症患者の意識変化（Nathans-Barel et al.,

2005），などがある。

第２に，主として心理的な利点は以下のようである。

一般を対象とするものとして，安心感（Hoffman, 1991），孤独感の減少

（Kehoe, 1991 ; Banks and Banks, 2002），抑鬱の軽減（Folse et al.,

1994），不安の軽減（Barker and Dawson, 1998），などがある。また，ボリ

ン（Bolin, 1987）によれば，長期間にわたって犬と過ごすことによりペッ

トと深い絆があれば，飼い主はペットロスに対して高い対処能力を示す。す

なわち，犬を飼っている人はそうでない人よりも配偶者の喪失にうまく対応

できる傾向がある。
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高齢者を対象とするものとして，周囲に友人や親戚がいない社会的に孤立

していて，かつ過去１年間に伴侶を亡くした老人のうち，ペットを飼ってい

る人は，そうでない人に比べて，重い抑鬱状態になっていない割合が高い

（Garrity et al., 1989）。また，高齢者のペットを飼っていることやペット

への好感度と，健康との関係について，ペットに関する変数が「気力」，自

己報告による「健康度」，と相関がある（Lago et al., 1989）。さらに，アル

ツハイマー患者の健康状態の変化（Edwards and Beck, 2002），孤独感の減

少（Banks and Banks, 2002），などがある。

子どもを対象とするものとして，ストレス軽減効果（Nagengast et al.,

1997），広汎性発達障害の感情表現が豊かになって集中力が上がる効果（Mar-

tin and Farnum, 2002），てんかんを予知する犬（Kirton et al., 2002），な

どがある。

他方で，動物虐待は，児童虐待や反社会的行動と関連性がある（Tapia,

1971）。激しい虐待を受けた子どもは，動物の苦痛に共感する力がないため，

良心を痛めることなく動物に欲求不満や敵意をぶつける。動物虐待は，した

がって，無力間や劣等感に対する代償行為（Gunter, 1999, p. 141, 邦訳, p.

181）でもある。

第３に，主として社会的な利点は以下のようである。

エディら（Eddy et al., 1988）が，ショッピングセンターにおいて車椅子

に乗った子どもが介助犬を連れている場合と連れていない場合で，周りの人

がどう反応するかを調査したところ，後者はほとんどだれも微笑みかけな

かったのに対して，前者は３人から５人に１人が微笑みかけるなど，笑顔・

会話が増した。また，ロックウッド（Lockwood, 1983）によれば，人間が

あるポーズをとって描かれている同じ構図の絵について，片方には絵のどこ

かに動物が描かれ，もう片方にはそれがない２枚の絵を被験者の学生68人に

見せて感想を比較したところ，後者に比べて前者は，その人間が，友好的で，

幸福で，大胆で，緊張が少なかった。
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図３ 動物を通した患者とボランティアの触れ合い

出典：横山（1996, p. 100）

動物の存在は人間と人間の間の緩衝剤や潤滑油としての効果がある（横山,

1996，pp. 100-101）。図３のように，まず，動物を連れてきているのである

から友好的な人であろう，と値踏みをすることで第１ハードルがクリアされ

る。その後，動物をなでたり名前を聞いたりしながら，相手がどういう人か，

価値観はどうか，突然怒ったりしないか，が見定められていく。こうして第

２ハードルがクリアされると，お互いが安心して，話も動物のことから他の

ことへと伸びてゆく。

慢性精神病患者グループにおいて，ベックら（Beck et al., 1986）によれ

ば，小鳥の籠を置いた部屋でミーティングをするほうが，そうでない部屋よ

りも患者たちが活動に積極的に参加する。コーソンら（Corson et al., 1977）

によれば，情緒障害のある患者グループがアニマルセラピーによって感情面

の改善が見られた。ホルコムとミーチャム（Holcomb and Meacham, 1989）
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出典：松尾（2012, p. 158）

表３ 生産科学と生活科学としての農学

によれば，精神科入院病棟でいろいろな活動グループをつくってどの活動に

患者たちが積極的に参加したかを調査した結果から，アニマルセラピーがい

ちじるしく多くの患者を誘引し，またいつも孤立している患者をも誘引す

る。

６ 植物とロボットの可能性

アニマルセラピーの効果と関連して，むしろ植物に光をあてた概念がバイ

オセラピーである。バイオセラピーとは農業の発展型であって，広狭２つの

概念を持つ和製英語である。広義のそれは生き物とふれあうことによって情

操教育や健康維持に寄与するものであり，狭義のそれはさまざまな心身のハ

ンディを克服するために医療に準じた行為として実施されるものである（林,

2012, p. 1）。松尾によれば，

「バイオセラピー学は，人間と動植物とのよりよい関係のあり方を，私た

ちの心身の癒し，健康の回復・維持・増進，生きがいの創生，快適環境の創

造および，地球上における生物資源の持続的保全に活用することをめざして

いる。この地球上で人間と動植物がともに健康に生きながらえるには，どの
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ような関係を築きあげればよいかを身近な日常の暮らしのなかから学び，生

かす『生活科学としての農学』であり，伝統的な『生産科学としての農学』

と対称的（ママ）である（表３）。」（松尾, 2012, p. 158）

さらに近年では，アニマルセラピーに比べて感染症のリスクが小さいロ

ボットセラピーによる代替治療効果（横山, 2001, 2002 ; 岩橋ほか, 2003 ;

浜田ほか, 2003）が期待されている。ただし，ロボットセラピーについては，

図１（ペットの人生サイクルと人間の人生サイクル）と関連して死生観の問

題が微妙に影を落とす面もある。

にもかかわらず，アニマルセラピー（以下，バイオセラピーとロボットセ

ラピーを含むものとする）の応用がまだ報告されていない領域もある。

たとえば，健康経営の嚆矢とされるローゼン（Rosen, 1986）は，著書の

中で，ヘルシーカンパニーという概念によって，とくに米国流経営において

分断されてきた経営管理と健康管理を統合的に捉えようとしている。豊富な

事例をふまえてはいるものの，ヘルシーカンパニーのエッセンスは，ハーツ

バーグによる伝統的な動機づけ＝衛生要因理論と何ら異なるものではない。

同書では，従業員の健康管理の重要性を唱えているにもかかわらず，数多く

の効果が報告されている現代的な動物介在活動の応用とその可能性に関して

は触れられていない。

また，教員や管理職のバーンアウトのプロセス，それに対する組織的な取

り組みについての報告（e.g., 露口・高木, 2012 ; 新井, 2013 ; 宮下, 2013,

2016）はある。しかし，それらに対するアニマルセラピーの応用例はない。

７ 楠林（2017）による研究

ペットを飼うことや動物とふれあうことが管理者にどのような影響を及ぼ

しているか。また，ペットを飼うことや動物とふれあうことで管理者に共通

する一定の感覚が存在するのか。さらに，ペットを飼うことや動物とふれあ
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うことと管理者のストレスへの対処の間に一定の関係があるのか，ないの

か。こうした問題意識から，楠林（2017）は，ペットと管理者の関係を取り

上げている。管理者の定義は，部下を１名以上抱えている者または法人とし

ての会社を管理・運営する立場にある者，である。

まず，環境省の世論調査「動物愛護に関する世論調査（平成22年）」の結

果を確認する。

第１に，世間一般で感じられているペットを飼うことの利点は，上位順に，

生活に潤いや安らぎが生まれる，家庭が和やかになる，子どもたちが心豊か

に育つ，である。しかし，飼育者を管理者に絞った調査結果の記述はない。

第２に，同調査におけるペットを飼っている割合と管理職のうちペットを

飼っている割合を比較すると，管理職のその割合は，全体からみると相対的

に高い。第３に，職業別のペット飼育の割合をみると，職業による偏りはほ

とんどみられないが，事務職と無職（主婦・学生を含む）が相対的にやや少

ない傾向にある。第４に，ペットの種類を職業別にみると，どの職業でも，

多い順に，犬，猫，魚類，となっている。管理職についてみると，犬を飼育

している割合が他の職業に比べて相対的に低く，魚類・昆虫類の割合が高

い。

以上の結果は，ガンターの説明をおおむね裏付けている。それを要約すれ

ば，ペット所有率は，家族の最年長者が30歳から49歳までの家庭でもっとも

高く，都市部では犬を飼っている人は集合住宅よりも一戸建てが多い。他方

で，猫，鳥，魚の飼い主は居住場所で差はない。ペットを飼う率がもっとも

高いのが新婚時代，小学生の子どもがいる家族，十代の子がいる家族であり，

逆に，配偶者との死別者はもっとも低い（Gunter, 1999, pp. 19-20, 邦訳, pp.

25-26）。

こうした結果をふまえて，楠林（2017）は，2016年に，以下の調査票に基

づき10人の管理者に対して半構造型のインタビューを行っている。調査票の

項目は次の通りである。
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① 属性（性別，年代，部下がいる（た）期間）

② ペットを飼った経験（なにを，数，期間）

③ きっかけ（飼い始め，飼い終わり）

④ 主に面倒を見ている（た）のは

⑤ 生活の変化（飼ってから，いなくなってから）

⑥ ペットの役割は人間でとってかわれるか

⑦ 仮にいまペットがいなくなったら

⑧ その他

インタビュー調査の分析結果は次の通りである。

まず，ほとんどの管理者に共通しているのは，第１に，事務的な仕事に従

事していた時や部下を持つ前と比べて，上下の人間関係における板挟みに

なっていること，また誰かが答えをくれるわけでもないこと。第２に，責任

の大きい意思決定の連続によりストレスを感じやすいこと。これらである。

ただし，自営業者はあまりストレスを感じていない。

次に，ペットを飼っている管理者が，自身の飼っているペットに癒やされ

ている。しかし，管理者にとっての特別な役割をペットに見出すことはでき

ていない。「管理者にとっての」という部分を浮き彫りにするには，部下を

持っていない人，もしくは会社を経営していない人との比較をする必要があ

る。

最後に，１つの発見事実がある。表４をよくみると，現在動物を飼ってい

る回答者と飼っていない回答者の間ではある項目に違いがみられる。それは

調査項目６の質問「ペットの役割は人間でとってかわれるか」である。表４

の太枠部分から，現在飼っているか飼っていないかという条件のもと，回答

に違いが表れている。

質問項目６において，現在ペットを飼っていない回答者は，ペットの役割

が人である程度，代替可能であり，幼い子どももペットと同じような役割を

果たす（子どもがペットという意味ではない），と回答している。
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表
４
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
の
結
果

出
典
：
楠
林
（
20
17
）

○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ×

× × × ○ ○ ○ × × × ×

× × × △ × × △ △ △ △

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

○ ○ △ ○ ○ ○ ○ △ × △

△ ○ ○ ○ ○ △ ○ × × ○



アニマルセラピー：管理者への応用可能性 133

注：① 種類に関して、現在ペットを飼っていない回答者は、飼ったことのある動物
について表記している。

② 動機、世話、生活の変化に関して、過去に飼った経験に基づいた回答を表記
している。

③ 記号の意味は次の通りである。
飼った経験
５ : 子どもの頃～現在（0～5年ほどのブランク有り）
４ : 子どもの頃～現在（5年以上のブランク有り）
３ : 子どもの頃～成人するまで
２ : 子どもの頃（～中学生）のみ
１ : ほとんど飼った経験なし
動機・世話
○：回答者、もしくは回答者と家族が飼うことを決めた、世話をしている
×：回答者は飼うことについて意思決定していない、世話をしていない
生活の変化
○：あった
△：わからない
×：なし
役割
○：かわれる
△：ある程度かわれる（子ども：子どもも幼いうちは似たような役割を果た
す）

×：かわれない
いなくなったら
○：また飼う
△：わからない、今は考えられない
×：飼わない

出典：楠林（2017）

これに対して，現在ペットを飼っている回答者は，６人中５人が代替不可

能と答えている。それらのうちある回答者は，ある程度代替可能と答えてい

るものの，子どもが同じような役割を果たすとは答えていない。これらから，

子どもとペットは異なる存在であることがあらためて確認される。

この発見事実に関連して，ガンターは次のように述べている。すなわち，

「子どものいない夫婦に関するステレオタイプの１つは，子どもをもつこと

ができない，望まない子どもの代わりとしてペットを利用しているというこ
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とである。子どもに与えられていたかもしれない情緒的な価値と母性行動の

すべてをペットに注ぐ子どものいない夫婦のケースがたしかに存在する。し

かしながら，このテーマに関してはわずかな資料しかない。」（Gunter, 1999,

pp. 10-11, 邦訳, pp. 12-13），と。

したがって，この説明から，サンプル数などの制約はあるにせよ，楠林

（2017）による調査には一定の学術的意義を認めることができる。また，ロ

リンズら（Rollins et al., 1973）は次のように指摘している。すなわち，ペッ

トと子どもがその役割を交代できるなら，家族によっては子どもがペットの

役割を果たすために選ばれることもあるかもしれない。その子どもは特権を

与えられ，ちやほやされ，注目の的となり，ご機嫌をとられたりして，家族

を楽しませる機能を果たすことが期待される，と。

８ おわりに

アニマルセラピーは1980年代から急速に世界的な展開をみせており，主と

して社会的弱者の生活の質の改善にその効果を見出すことができる。にもか

かわらず，同様に精神的なプレッシャーのもとにおかれ，自殺に追いやられ

ることさえもある管理者を対象とする調査研究は見あたらない。他方で，ペッ

トの飼育に関する統計的な調査は行われているが，ペットロボットはいまの

ところその射程外のようである。

したがって，たとえば，会議室，取調室，演習室，面接室，などといった，

息が詰まりそうな緊迫した空間に，壁に動植物やロボットの写真や絵がある

としよう。あるいは，スーツにそれらの絵を描くことは無茶であろうから，

せめて，その写真や絵を各人が首に掛けているとしよう。

こうした場面を想像しただけでも，すべての人たちが無用な緊張から解放

され，それぞれに適切な意思決定が促され，能力を発揮し，建設的な成果を

得られるのではないか。同時に，個々の家庭でも同じ工夫が施されれば，相
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互に相乗効果を期待できるように思われる。ただし，現段階ではこれらは仮

説であって，今後実証されるべき研究課題である。
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